
 

 

 

 

 

 

 

ＭＴＥＸＯＤＦ向け新規ＣＴＲソフトウエアのインストール 
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  １．概要 

  ２．CTRソフトウエア 

  ３．ＣＴＲソフトウエの認証 

  ４．認証の確認 

  ５．ショートカットの作成 

   ５．１ プログラムランチャーのショートカットをデスクトップへ 

   ５．２ C:¥CTR¥説明書¥Soft￥Soft-index.htmlのショートカット 

  ６．説明書設定 

   ６．１ Acrobatreader の設定 

  ７． ＭＴＥＸ逆極点図のＥｘｐｏｒｔ設定 

  ８．ＥＢＳＤデータの解析 

   ８．１ ＥＢＳＤデータ MTEX5.1.1付属 Forsterite.ctfファイルを使用 

   ８．２ データ切り出しソフトウエア 

   ８．３ ＭＴＥＸ解析 

    ８．３．１ Siliconの ODF解析 

    ８．３．２ 逆極点図Ｅｘｐｏｒｔ 

    ８．３．３ ＣＴＲソフトウエアで逆極点図解析 

  ９． ＬａｂｏＴｅｘで解析 

   ９．１ 平滑化 

  １０． ＭＴＥＸでＦＷＨＭ＝１．０ｄｅｇで解析 

  １１． ＭＴＥＸ ＦＷＨＭ２５．０ｄｅｇとＦＷＨＭ１．０ｄｅｇのＯＤＦ密度比較 

  １２． ＭＴＥＸ ＦＷＨＭ２５．０ｄｅｇとＦＷＨＭ１．０ｄｅｇの逆極点３６ＢＯＸ比較 

  １３． メンテナンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

ＭＴＥＸはＭＡＴＬＡＢ環境下で動作する無料のＯＤＦ解析ソフトウエアでＥＢＳＤやＸＲＤデータに 

対応する優れたソフトウエアである。 

ＣＴＲソフトウエアでは、ＥＢＳＤ、ＸＲＤ測定データをＭＴＥＸ入力データへ加工や、ＭＴＥＸで解析

を行ったＯＤＦ，極点、逆極点のＥｘｐｏｒｔデータの各種処理を行う。 

 

２．CTRソフトウエア 

 CTRソフトウエアは、CTR.zipとしてＵＳＢで供給されます。（ 

 ｚｉｐファイルを解凍し、CTRホルダをＣ：ドライブにコピーを行う。 

 圧縮されていない場合は、ＣＴＲをＣ：ドライブへコピーしてください。 

 ｊａｖａ環境がインストールされていない場合、ｊａｖａ環境の作成 

  Java環境作成 

   C:¥CTR¥javazip¥jre-8u201-Windows-i586-Freelast.exe 

  Java3D環境作成 

   C:¥CTR¥zajazip¥j3d=1_5_2-Wondows-586.exe 

３．ＣＴＲソフトウエの認証 

  C:¥CTR¥stdapps¥setDiskInfo.jarをダブルクリックで起動 

   C:¥CTR¥stdapps¥setDiskInfo.jarが存在しない場合、問い合わせください。 

   

   setDiskInfo キーがアクティブにならない場合、設定に問題があります。 

   問い合わせください。 

   

   M=trueが表示されれば認証完了 

 

 



４．認証の確認 

 C:¥CTR¥bin¥VersionCheck.jar をダブルクリック 

  

 

  

   表示の様に日時が含まれていなければ正常にインストールされています。 

 

 

 

 

 

 



５．ショートカットの作成 

 ５．１ プログラムランチャーのショートカットをデスクトップへ C:¥CTR¥binホルダの 

  ODFPoleFifure1.5、ODFPoleFigur1.5S,ODFPoleFigure2,ODFPoleFigure2Sの 

  どれかのショートカット作成し、デスクトックコピー 

  

 ５．２ C:¥CTR¥説明書¥Soft￥Soft-index.htmlのショートカットをデスクトップにコピー 

 

６．説明書設定 

 ６．１ Acrobatreaderの設定 

   

   

   Acrobat.exe を設定する。Manualで説明書が表示される。 

 



７． ＭＴＥＸ逆極点図のＥｘｐｏｒｔ設定 

 Ｐａｔｈに C:¥CTR¥MTEXを追加 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．ＥＢＳＤデータの解析 

 ＥＢＳＤでは、複数相の測定が行われている。 

 以下では、複数相から単一相を選択し、ＭＴＥＸで解析を行い、結果をＥｘｐｏｒｔする方法を 

 説明します。不明な点は問い合わせください。 

  ８．１ ＥＢＳＤデータ MTEX5.1.1 付属 Forsterite.ctf ファイルを使用 

  

 Siliconを扱う 

  ８．２ データ切り出しソフトウエア 

  

   

 



 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸに読み込み 

 

 



８．３ ＭＴＥＸ解析 

  

Import_wizard 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

Plot(ebsd) 

  

 

 



８．３．１ Siliconの ODF解析 

 odf=calcDensity(ebsd('Silicon').orientations) 

  

  

Ｅｘｐｏｒｔデータ 

 

  

 ｒａｎｄｏｍデータ解析で randomが検出されるが、ＭＴＥＸの Hermonic では FWHMが大きいと 

 平滑化が大きくなり、ｒａｎｄｏｍとして検出される事がある。、 

 ＯＤＦ解析時の FWHMを小さくして確認の必要があります。 

 



８．３．２ 逆極点図Ｅｘｐｏｒｔ 

  

exportIPDF(odf,zvector,'ND.TXT') 

 

８．３．３ ＣＴＲソフトウエアで逆極点図解析 

  

 

 



 

  

  

 ３６ＢＯＸで表示（Ａｌｌモード） 

  



９．ＬａｂｏＴｅｘで解析 

  

 ｒａｎｄｏｍ解析 

  

 

 

 

 

 

 



９．１ 平滑化 

   

  

  

 Dynamicの平滑化ではｒａｎｄｏｍ領域が乱れ、ｒａｎｄｏｍが出現してしまう。 

 Staticの平滑化は、random領域（方位密度 1.0）以下を平滑化対象外として計算 

 



１０． ＭＴＥＸでＦＷＨＭ＝１．０ｄｅｇで解析 

 odf=calcDensity(ebsd('Silicon').orientations,'halfwidth',1*degree) 

  

  

Ｅｘｐｏｒｔし、ｒａｎｄｏｍ確認 

  

  

 ｒａｎｄｏｍは含まれません。 

 ＥＢＳＤ解析のデフォルト FWHM=25degでは注意が必要です。 



１１． ＭＴＥＸ ＦＷＨＭ２５．０ｄｅｇとＦＷＨＭ１．０ｄｅｇのＯＤＦ密度比較 

  

 

 

 

 



１２． ＭＴＥＸ ＦＷＨＭ２５．０ｄｅｇとＦＷＨＭ１．０ｄｅｇの逆極点３６ＢＯＸ比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１３． メンテナンス 

 ＣＴＲソフトウエアでは、納品されているソフトウエアの機能追加などの修正に関し、 

    ＣＴＲＣｏｎｖｅｒｓｉｏｎソフトウエアで対応しています。 

 納品後に作成された新規ソフトウエアを除くソフトウエアのｕｐｄａｔｅが可能 

 ＣＴＲＣｏｎｖｅｒｓｉｏｎは、サイトからｄｏｗｎｌｏａｄにより実行してください。 

 修正履歴は、ＨｅｌｐｅｒＴｅｘサイト－＞ソフトウエア説明書－＞ｕｐｄａｔｅ履歴で 

 確認してください。 

 

     

     


